
 

第６学年 図画工作科学習指導案 

題材名 「こんな世界で過ごせたら」 
身に付けさせたい力「表したいことに合わせて用具や技法を選択し、材料の特徴を生かして表現する力」 

学習指導要領の指導内容 A 表現（２）ウ 
６ 年 ２ 組 3 9 名   

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材の目標 

・前学年までの材料や用具などについての経験や技能を総合的に生かし、用具を適切に扱いながらつく

ることができる。〔知・技〕 

  ・自分が過ごしてみたいと思う空間を発想し、材料の特徴を生かしたり組み合わせ方を考えたりしなが

ら主題の表し方を工夫することができる。〔思・判・表〕 

・作品づくりの計画を立てたり、様々な表し方を工夫したりすることを通して表現を楽しんでいる。

〔学びに向かう力・人間性等〕 

 
２ 題材の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 扱ったことのある材料や

既習の用具などについて

の経験や技能を総合的に

生かしている。 
② 用具を適切に扱い、発想

したことが他者に伝わる

ように表現している。 

① 自分が過ごしてみたい空間の主題

を設定し、発想を広げている。 

② 表したいことに合わせて材料の特

徴を生かしたり、組み合わせたり

して作品の構成を考えている。 

① 作品づくりの計画を立てた

り、様々な表し方を工夫した

りすることを通して、想像力

をはたらかせたり、自己表現

をしたりすることを楽しんで

いる。 

 

３ 題材について 

（１）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実  

 

ア 指導の個別化 

  図画工作科では児童によって表現したいことや使う技法等が違うため、教員が個別に指導・助言をしなが

ら対応していくことが大切である。しかし、全ての児童に平等に対応することは難しく、指導の順番を待つ

時間が発生してしまったり、児童の意図から外れた助言を行ってしまったりするという課題があった。これ

らの課題に対し、以下の手だてを考えた。 

 

① 既習事項が確認できる・選択肢が増える教室環境づくり 

 教室の壁面に既習事項を振り返ることのできる一覧を掲示することで、児童が自分自身で必要な知識

を確認できるようにした。 

 また、自由に使える画材や用具の表示を整備することで表現の選択肢を分かりやすくし、児童が今ま

でに学んだことを総合的に生かしてつくれる環境づくりをした。 

  

② １枚で児童のニーズが分かるワークシート 

 教員が児童に個別に指導や助言をしようとするときに、児童自身はどのような援助が必要か言葉にす

ることが難しい場合が多い。しかし、教員の主観のみで個別指導を行うと、児童が発想していたことと

は違うものになってしまったり、児童自身が立てた制作計画を生かすことができなかったりするという

課題があった。 

 そこで本題材では、児童の「表現したい主題」「イメージスケッチ」「参考にした資料」「使いたい

材料や道具」が１枚で分かるワークシートを用意した。これを活用することで、教師は児童の意図から

逸れることなく個別最適な指導をすることができるようになると考えた。 

 

令和６・７年度 武蔵野市教育課題研究開発校 

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 
～深い学びを目指した「自己決定」の実現～ 



イ 学習の個性化 

   

 図画工作科は、どの題材においても児童が色や形を選択したり、描き方を自分で考えたりしながら選択を

繰り返して自分に最適な過程で学習を進めていく教科である。しかし、児童の自由な発想を尊重する一方で

導入時に何も提示せずに作品づくりを開始すると、何を表現したらよいか分からずに悩む児童や、既習事項

をうまく生かせず工夫の仕方が分からない児童が出てしまうことが課題であった。それらの課題を改善し、

個別最適な学びを促進するため、以下の手だてを考えた。 

 

① 「自分ならでは」の発想を広げる仕組みづくり 

 ワークシートの最初に「どちらかというと『静かな場所が好き』『にぎやかな場所が好き』」といった

二択を選んでいく項目を追加し、発想が苦手な児童も自分が心地よいと感じるものや大切にしていること

について自然に振り返り、表したい主題に気付けるようにした。その後に主題を表現するために必要な要

素を考え、イメージスケッチをしていくという流れをつくることで、何も思いつかずに悩んでしまう児童

に対応できると考えた。 

 

② 児童自身による資料収集とタイミング 

 児童の発想は多種多様で、教員からの作品例の提示では不十分である他、その参考作品が正解のように

なり、児童の自由な発想を狭めてしまうことにもなる。インターネットで児童自身が資料を集める場合も、

同じことが課題となっていた。本題材では、まずワークシートを使って表したいことのイメージを固めた

後に、資料サイトへアクセスできるようにするなどしてインターネットを活用して資料を収集するという

順序で授業を展開した。これにより、自分が欲しい情報に視点を絞って探すことができると考えた。 

 また、作品づくりに生かせそうなアイデアをワークシートにメモできる欄を設けることで、調べたこと

をいつでも確認できるようにした。 

  

ウ 協働的な学び 

 

① 常時活動の中の相互鑑賞 

 図画工作科では児童が自分の作品をつくりながら自然に同じグループの作品を見て学び合えるように、

日常的に声を掛けている。また、材料を取りに行くときなどにいろいろなグループの作品を見るように促

し、児童が気になったことなどを友達に聞いて自分の作品づくりに生かせるように指導している。 

 

② 全体での相互鑑賞 

全員の学びを共有し今後の作品づくりに生かすために、学習の最初に全体で鑑賞会をしている。また、

視点を提示することで目的意識をもって作品を鑑賞することができるようにした。今回は題材の目標に合

わせて「表現内容のよさ」「材料選択のよさ」「技法のよさ」の３つの観点で相互鑑賞をする。鑑賞後、

自分の作品や他者の作品の良さについて発表し合う時間をつくり、学びの共有ができるようにした。 

 

③ ＩＣＴ機器を生かした鑑賞 

第７時の冒頭で自分の作品の写真を撮って共有ドライブに保存する。コメント機能を活用して、自分の

作品の工夫を伝えたり、他者の作品のよさを見付けてコメントしたりできるようにした。児童が作品づく

りに行き詰まった際に自由に共有ドライブにアクセスし、工夫の深め方を学べるようにした。 

 
（２）題材について 
 本題材は、自分が過ごしてみたいと思う世界を想像し、木箱の中にいろいろな材料を組み合わせてその

世界を構成するというボックスアートの題材である。「ゆっくり過ごせる〇〇の世界」「思いきり遊び回

れる〇〇の世界」など、表現する内容も、それをつくるために使う道具や技法も児童に委ねられている。 
本学年の児童は前学年までに具体的に想像したものを表す題材や、目には見えないイメージを色や形で

抽象的に表現する題材、さまざまな材料に触れ、質感を組み合わせて表す題材などを経験している。電動

糸鋸等の工具の使用やホットボンドを使用した接着、アルミ線を扱った作品づくり等も経験しているため、

造形活動の引き出しを十分にもっていると考えられる。 
 本題材ではそれらを応用し、児童が自分の経験や技能を総合的に生かしながら表現したいことをつくっ

ていく楽しさを味わうことができるようにしたい。 
 また、自分で材料を集める活動を通して身の回りの物をいろいろな視点で見て発想する力を培い、自分

や友達の作品鑑賞を通して見方や感じ方を深めていけるようになって欲しいと考える。 
 



４ 題材計画（全１０時間） 

過

程 
時 学習活動 

指導上の留意点 

「個別最適な学びと協働的な学び」 

評価規準 

評価方法等 

学
ぶ
・
使
う 

１
䦅
２ 

 ○自分が過ごしてみたいと思う世界を 
 考え、ワークシートにイメージスケ

ッチをする。 
○自分の作品づくりに必要な情報をイ

ンターネットで検索し、メモをつく

る。 
〇使用する道具や用意する材料の計画

を立てる。 

・ワークシートを使い、自分の表現

したいことを考えながら計画しな

がら発想を広げる。 
【個別最適な学び】学習の個性化 

 
・考えたテーマやスケッチを全体で

共有し、インターネットで必要な

情報を調べる。 
【協働的な学び】 

 

イ-① 
（ワークシート） 

 
ウ-① 
（ワークシート・

発言・観察） 

３
䦅
４ 

 ○ボンドと釘で板を組み合わせ、木箱

をつくる。 
 
〇表現することに合わせて色合いを工

夫し、木枠を着色する。 
 
 

・自分が表現したいことに合わせて

木枠の形や着彩を考える。 
【個別最適な学び】学習の個性化 

・協力して木枠を組み立てることで、

お互いの支え方や道具の使い方など 
から木材加工の基礎を学ぶ。 

【協働的な学び】 
 

ア-② 
（観察・作品） 

イ-② 
（ワークシート・

観察・作品） 

ウ-① 
（ワークシート・

発言・観察） 

５
䦅
６
䥹
本
時
䥺 

 ○表したいことに合わせて道具や材

料、技法を選択しながら作品をつく

る。 
 

・表したいことに合わせて道具や材

料、技法を選択する。 
【個別最適な学び】学習の個性化 

 
・児童が表したいことに合わせて適

宜指導・助言をする。 
【個別最適な学び】指導の個別化 

 

ア-①② 
（観察・作品） 

イ-② 
（観察・作品） 

ウ-① 
（発言・観察） 

７
䦅
９ 

 ○相互鑑賞をする。 
 
〇鑑賞から学んだことや、友達からの

意見を参考にしながら作品を完成さ

せる。 
 
 
 
 

 

・視点を確認して鑑賞をする。お互

いの作品のよさについて気付いたこ

とを伝え合う。 
【協働的な学び】 

・鑑賞で学んだことも生かしながら

工夫を重ね、作品を完成させる。 
【協働的な学び】 

・表したいことに合わせて道具や材

料、技法を選択する。 
【個別最適な学び】学習の個性化 

・児童が表したいことに合わせて適

宜指導・助言をする。 
【個別最適な学び】指導の個別化 

 

ア-①② 
（観察・作品） 

イ-② 
（観察・作品） 

ウ-① 
（発言・観察） 

１
０ 

 ○完成した自分の作品を鑑賞し、作品

づくりの過程を振り返る。 
〇友達の作品を鑑賞したり、発言を聞

いたりして学びを共有する。 
 
 
 
 
 
 

・表したいことをつくるために自分

がした選択や工夫を振り返り、自

己評価をする。 
【個別最適な学び】学習の個性化 

・自他の完成作品を鑑賞し、自分の

作品の良さや他者の工夫に気付き

ながら学びを共有する。 
【協働的な学び】 

 

ウ-① 
（発言・観察・

提出物） 

 

  



５  本時の学習（6／10 時間目） 

（１）目標 
 自分が過ごしてみたい世界を、材料の特徴を生かしたり既習事項を総合的に生かしたりして表現する。 
 

（２）展開 
 学習活動 ・予想される児童の反応 ＊指導上の留意点 ◆評価 
導

入 
・

鑑

賞 

１ 学習の目当てを確認する。 

 

 

 

 

 

２ 相互鑑賞をする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

【協働的な学び】 

＊作品づくりに生かせるよう、鑑賞は学習のはじ

めに行う。 

＊鑑賞の視点を「表現内容の良さ」「材料選択の

良さ」「技法の良さ」に絞って鑑賞する。 

◆ウ-①（発言・観察） 

主体的に鑑賞活動から学ぼうとしている。 

展

開 
３ 材料を加工したり、構成したりしながら自分

が表現したい世界をつくる。 

 

・やさしい感じにしたいから、綿や布を選んでみ

よう。 

・もう少し木枠の色を工夫したいので着彩を工夫

しよう。 

・ここの部分を表現する方法で悩んでいたけれ

ど、○○さんのやり方を真似してみよう。 

・材料の長さが合わないから、のこぎりで切って

みよう。 

・接着方法が分からないから先生に聞いてみよ

う。 

・もう一度ワークシートを見て表したいことを振

り返ってみよう。 

・図工室の材料で、生かせるものがあるかもしれ

ない。材料置き場へ見に行ってみよう。 

 

 

 

【個別最適な学び】学習の個性化 
＊ワークシートも参考にしながら、自分が表現し

たいことに合わせて道具や材料、技法を選択して

いく。 

＊材料選択の機会を豊富にするため、図工室でも

材料を用意する。 
 
【個別最適な学び】指導の個別化 
＊児童が表したいことに合わせて適宜指導・助言を

する。 
＊既習事項を意識させ、どのようなつくり方が適切

なのか考えながらつくれるように声をかける。 
◆ア-①（観察・作品） 

既習の知識・技能を総合的に生かしている。 

◆ア-②（観察・作品） 

適切に道具を扱っている。 

◆イ-②（観察・作品） 
表したいことに合わせて材料の特徴を生かし、構成

を考えることができている。 

ま
と
め 

６ 振り返り 

・表現したこと、材料や技法の選択で 

 工夫したことを発表し、学びを共有 

する。 

 

 

 

（３）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「こんな世界で過ごせたら」あと３回 
 
 
 
 
つくる力 
今までに身に付けた知識や、 
使えるようになった道具を全部活用しよう！ 
 
工夫する力 
表したいイメージに合わせて 
材料の組み合わせを考えよう 

自分が過ごしてみたい世界を、材料の特ちょうを生かしたり 
今までに習ったことを使ったりして表現しよう。 

 

自分が過ごしてみたい世界を、材料の特ちょうを生かしたり 
今までに習ったことを使ったりして表現しよう。 

けがをしない力 
【ホットボンド】 
・注意事項 
・ 
・ 
【電動糸のこぎり】 
・注意事項 
・ 
・ 


